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Solar Eclipse, July 22, 2009

[ from Eclipse Predictions by Fred Espenak, NASA's GSFC ]



予測シミュレーション
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Magnetic field observations

Max Eclipse＠29°Np



実際の太陽風を入力として計算した極域ポテンシャル



中性大気の変動（高度300 kmでの温度と風）



電離圏の変動（高度300 kmでの電子密度と風）



Simulated TEC at Kokubunjij



Wakkanai Kokubunji
Observed TECs at Several Sites
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シミュレーションと観測の比較（TEC変動分）
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まとめ

 2009年7月22日の日食は、磁気嵐と重なったため、日
食自体の影響が見えにくかった食自体の影響が見えにくかった。

 そのため、事後解析のシミュレーションでは磁気嵐
の影響を含めた。影響

 シミュレーションのTEC変動は、観測と似た振る舞い
をしていたが、観測ではTECの最小が日食の最大時に
対応しているのに対し シミ レ シ ンでは 30対応しているのに対し、シミュレーションでは、30
分程度遅れる傾向になった。これは、シミュレー
ションの電離圏上部の密度が観測より大きいため、電離圏 部 密度 観測 り大 、
反応が遅かったためと思われる。

 今後、中性風の変動や地上磁場変動も詳しく計算し
て 観測との比較を行うて、観測との比較を行う。


